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Fig．14　Relation　between　maximum　amplitude　A
　　　　and　dynamic　axial　load・Ht：γ＝0．Ol　and　k
　　　　＝30．
6．まとめ
　本研究は，偏平ケーブルの不安定領域が生ずる領域
に非線形項を考慮した解析を行い，ケーブルの最大応
答に及ぼす初期条件，サグ比および縦波一横波伝播速
度比の影響を明らかにした．得られた結果を要約する
と次のとおりである．
（1）初期条件の影響は最大応答にはほとんど効かず，
　うなりの周期を変える．
（2）特定のサグ比の領域では，最大応答に著しい変動
　が見られる．この領域は，振動モードの遷移領域に
　対応する．また，縦波一横波伝播速度比が大きくな
　ると，小さいサグ比の領域で最大応答に著しい変動
　が起こり，応答振幅も小さくなる．
（3）最大応答に現れる著しい変動は，ケーブルがサグ
　をもっことによる2次の非線形項の影響である．
（4）励振振幅が小さい場合にも，最大応答の急激な増
　減は現れ，その割合は大きい．これより，励振振幅
　が小さい場合にも，2次の非線形項の効果が大きい．
（5）最大応答に及ぼす減衰力の効果は，励振振幅の小
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　さいところで大きい．また，時間応答波形からうな
　りが消え，定常振動波形となる．
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